
言語 と文化 第2号1989年(遠 藤 織 枝)

新 聞 の 敬 語

尊敬語の実態を探る試みとして

遠 藤 織 枝

The honorific expressions in newspapers

 Orie Endo

It is generally known that one uses honorific words or expressions 

about actions or possessions when he intends to respect someone in 

Japanese sentences. 

But if he uses these expressions in each verb and noun about that 

 respected  person, these sentences will be so intricate and so annoying 

for the readers. 

The present report deals with abridgement of the honorific words or 

expressions in written Japanese of some newspapers .

はじめに

敬語は 日本人に とっても、その 日常の用法をめ ぐって常に論議が くり返

され、研究対象として も幅広 く深 く複雑な問題が 多い分野である。 日本語

教育の場で敬語を扱 う際には、こうした日本語の中での問題点、複雑さを

できるだけ捨象し、混乱をもちこまないようにしなければならない と思 う。

そのために日本語の中の敬語の実態をできるだけ正確に把握 してお く必要

がある。

一1一



新聞の敬語 一尊敬語 の実態 を探 る試み として 一

小論では、書きことばの敬語の実際 として、新聞の敬語を取 り上げて、

現在の新聞の敬語の実態を明 らかに したいと考えた。新聞記事で敬語表現

がみ られるのは主 として皇室関係の ものであるか ら、ここでは1987年2月

高松宮の逝去を報ずる新聞記事 と同年4月 の天皇誕生 日の記事 を対象 とし

てみた。

なお、敬語の概念 としては、待遇表現全般を含めるものか ら語彙のレベ

ルだけを扱 うものまでその規定の仕方も多様であるが、ここでは皇室関係

の記事に表われた 「お元気 ・ご出席になる」などの、皇族の行為 ・状態を

高めて表現 されている、いわゆる尊敬語に当たるものだけを扱っている。

ここで知 りたいと考えた敬語の実態 とは、現実の新聞記事の中でどう使

われているか、すなわち、皇族の行為 ・状態を報道する際には、どこまで

敬語が用いられるのか、裏返 してみればどこで敬語が省かれるか、に関 し

てである。

(1)新 聞 記 事 中 で の 敬 語 の 使 わ れ 方

尊 敬 語 とは 「話 題 の 人(行 為 ・所 有)に つ い て の 表 現 で 、 話 し手 が そ の

人へ の 敬 意 的 配 慮 を表 す 敬 語 。話 題 の 人 は直 接 の 相 手 で あ る こ と もあ り、

第三 者 で あ る こ と もあ る」(『 日本 語 教 育 事 典 』 宮 地 裕)と され 、 名詞 の 場

合 の 「お ～ 、 ～殿 、 ～氏 」、動 詞 の 場 合 の 「な さ る 、 い ら っ し ゃ る 、お ～ に

な る」、助 動 詞 「～ れ る、 ～ ら れ る」 な どが そ の具 体 的 表 現 と され る。

しか し、これ らは 、「山 田 氏 が い ら っ しゃ る 」だ け の 短 文 を 作 るに は 十 分

な 説 明 で あ るが 、連 体 修 飾 語 を伴 っ た り、 種 々 の接 続 語 句 で接 続 され て い

る よ うな 複雑 な文 章 の 中 で の 敬 語 の使 い 方 を示 して は い な い 。

た と えば 、

「… 自制 す る よ うに 智 子 は うなず い た 。い い なが ら智子 の 目が 強 くな っ て 、

孝 平 を見 た」(『朝 日』88、8、8夕 刊)
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の智子 を皇后に変えた場合、

A… 自制されるように美智子さまはうなずかれた。いいなが ら美智子さ

まの目が強 くなられて、孝平を見られた」

でもいいし、

B… 自制なさるように皇后陛下はお うなずきになった。おっしゃりなが

ら陛下のお目が強 くおな りになって、孝平をご覧になった。

でも間違いとは言えない。尊敬する語句の組み合わせを変えれば何通 りもの文

章ができることになる。

助詞 「なが ら」 を伴う場合はその動詞を必ず しも敬語にす る必要がない

し、「自制するように」 も 「自制されるように」でも 「自制なさるように」

でもいずれ も可能である。

このように、文中にいくつかの動詞句が現われる場合、実際には、どこ

で尊敬語をどう使われているかを知 りたいと思うのである。

こうした、文中での具体的な一般的な使われ方がわか らないと、日本語

教育の現場で、「教師が急 ぎ足で教室に入ってきて、出席 もとらずに、大声

で話して、出て行 った」 という状況を敬語 を交えた文に表現することを求

めるとき、「先生が教室に入って きて、入ってこられて、入られてきて、入っ

ていらっしゃって」「出席 もとらずに、とられずに、お とりにならずに」「出

ていった、出て行かれた、出ていらっしゃった」などの中か ら何 を選び、

どう組み合わせたら、違和感のない、自然な文章になるかの指針が得 られ

ないだろう。

そこで、手始めに1987年2月4日 の高松宮逝去を報ずる新聞の敬語 を中

心にその実態を整理してみた。1989年1月 、2月 の昭和天皇関係の敬語に

ついては別途調査するつ もりである。

新聞の文章は「省略と連結の発達 した文体である。中止形用法 も多い」(佐

藤洋子 「教材 として新聞記事の扱い方」『講座 日本語教育22分 冊』早大語研)
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新聞の敬語 一尊敬 語の実態 を探 る試 みとして一

という特殊性 をもつ一方で、日夜多くの人々の 目に触れる普通の文章 とい

う点ではごく一般的な文章の代表とみることもできる。

新聞社にはそれぞれの用法を規定した手引き書がある。『朝 日新聞の用語

の手びき』(1988年 発行)の 皇室用語の項目には

1.戦 前、皇室だけで使われていた特別な敬語はやめ、一般敬語のなか

の最上の ものを用いる。

と記 され、特別の皇室用語の具体例は示されているが、一般的な動詞の場

合や、その文中で敬語の省略可能な場合の指示などはされていない。

この1.は 、1952年に文部省が発表した 「これからの敬語」の 「11、皇室

用語」 を受けたものである。そこには次のように記されている。

「これまで、皇室に関する敬語 として、特別にむずか しい漢語が多く使

われてきたが、これからは普通のことばの範囲内で最上級の敬語を使 う

ということに、昭和二十年八月の当時の官内当局 と報道関係 との間に基

本的了解が成 り立っていた(中 略)。これを今 日の報道上の用例について

見てもすでに第六項(=動 作のことば 遠藤注)で 述べた 『れる ・られ

る』の型または 『お一になる』『ご一になる』の型をとって平明 ・簡素な

これからの敬語の目標 を示 している」

ここで、皇室関係の動作に 「れる ・られる」「お一になる ・ご一になる」の

型をとること、「平明 ・簡素なものが望ましい」と文部省が考えていたこと

がわか る。

簡素なものが望ましいな ら、先の変形例A、Bで 、「自制なさるように美

智子 さまは うなずかれた」より 「自制するように美智子さまは うなずかれ

た」の方がいいことになるのだが、実際の使用状況もそうなのだろうか。

なお、話 し言葉の場合 も同 じ問題が出てくるが、放送の敬語 について

①皇太子殿下は家族そろってスキーをお楽 しみになっています。

②皇太子殿下 と家族おそろいでスキーをお楽 しみになっています。(下線
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部 、 本 文 、 ゴ ジ ッ ク)

の いず れ を よ し とす る のか の ア ン ケー ト調 査 が あ る。そ こ では 有 識者 の58%、

教 員 の66%、 主 婦 の79%、 大学 生 の69%が ② を指 示 して い た 、 との 結 果 が

出 て い る。(稲 垣 吉 彦 『最 近 日本 語 事 情 』 大 修 館1983)

寡 聞 に して書 き言 葉 で の この よ うな調 査 を知 ら な い の で 、 手 近 な新 聞 で

それ を調 べ て み よ う と考 え た の で あ る。 対 象 と し た の は 、1987年2月4日

と4月29日 、30日 、1988年4月29日 、30日 の 『朝 日新 聞 』(略 号A)『 毎 日

新 聞 』(略 号M)『 日本 経 済 新 聞 』(N)『 サ ンケ イ新 聞 』(S)(1988年5月

以 降 『産 経 新 聞 』 と改 め た が 調 査 当 時 は 片 仮 名 書 き)『 読 売 新 聞 』(Y)の

5紙 の 都 内最 終 版 で あ る 。 天 皇 誕 生 日関係 記事 に つ い て は(A87、29=朝

日、1987年4月29日)(M、88、30=毎 日、1988年4月30日)の よ うに記 す

こ とに す る 。

(II)文 中の動詞句の位置 と尊敬形

文中に、尊敬すべ き人物の行為 ・動作 を示す動詞句がいくつ も出て くる

場合、そのいずれをも尊敬の形(以 下 厂尊敬形」 と記す)に す る必要があ

るのか、省けるとしたら、どのような位置、用法の時なのか を新聞の使用

例から考えてい くことにする。尊敬すべ き人物の行為 ・動作 を表わす動詞

でも、尊敬の形をとらない場合がある。これをハダカ形 と呼んで論を進め

ることにす る。

文中いくつかの動詞句がある場合の尊敬形、ハ ダカ形の表われ方に次の

ような4つ の型がある。

A文 末が尊敬形で、文中はハダカ形

(1)a皇 太子 ご一家をはじめ各皇族方が弔問に訪れ、最後のお別れをされ

た。(Y)(傍 線遠藤。一 はハダカ形、一一は尊敬形を示す)

(2)b宮 さまが息を引き取ると、喜久子 さまは(中 略)て いねいに感謝の
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新聞 の敬 語一尊敬語の実態 を探 る試 み として一

言 葉 を述 べ られ た 。(M)

(3)c黒 の 喪 服 に 身 を 包 ん だ皇 太 子 ご一 家 が(中 略)弔 問 の た め 宮邸 に 入

られ た 。(N)

B文 末 も文 中 も尊 敬 形

(4)自ら十 年 計 画 の 「全 国 ス キー 場 行 脚 」 を計 画 さ れ 、(中 略)立 山 な どの

夏 ス キー まで 足 を の ば され た。(A)

C文 末 も文 中 もハ ダ カ形

(5)二時 間 後 訃 報 に 接 した 陛 下 は 「早 か っ た ね」 とポ ツ リ。(N)

D文 中 は 尊 敬 形 ・文 末 はハ ダ カ

(6)しば しば 呼 吸 困 難 に 陥 られ る よ うに な って い た 。(N)

こ れ らの うち で はA、Bの 型 が 多 く、C、Dは 少 な い 。(5)の 場 合 も、 前

後 に尊 敬 形 を使 っ た文 が 来 て い るた め 、 ～ ポ ツ リ。 と副 詞 で 文 を終 え て い

て も そ こ に は ポ ツ リと 「言 わ れ た 、 も ら さ れ た 、お っ しゃ った 」 な どの 尊

敬 形 の動 詞 が 省 略 され て い る と考 え られ る 。(6)の 「～ よ うに な る」 は 補 助

動 詞 的 に考 え る こ と もで き 、そ の場 合 は た とえ ば 、「話 して い る」 を 「話 さ

れ て い る」 と した と同 じ発 想 と考 え られ る。 「陥 られ る よ うに な っ て い た」

を一 ま とま りの 動 詞 句 と考 えれ ば 、 こ こで もハ ダ カで は な くな る。

A、Bの 型 の 中 で は 、動 詞 句 の 用 法 に よ り尊 敬 形 とハ ダ カ の ま ま の現 わ

れ 方 が 異 な っ て い る。 そ の 用 法 と して はa .文 中 の動 詞 句が 連 用 中 止法

(例(1))b.接 続 助 詞 な どの 助 詞 に接 続 す る(例(2))c.連 体 修 飾 語 の 役 割

を果 た す(例(3))の 三 つ に 大 別 さ れ る。

そ の ほ か 、文 末 の 結 び を尊 敬 形 に して い るか ハ ダ カ 形 に して い る か の 差

も現 わ れ て い る。

まず 、2月4日 の 高 松 宮 逝 去 を報 ず る5紙 と、1987年 と1988年 の4月29 、

30日 の 天 皇 誕 生 日の 天 皇 の 動 向 を伝 え る5紙 の 記 事 全 般 の尊 敬 形 ・ハ ダ カ

形 の現 わ れ 方 を表 に して み る(次 頁)。

一6一



言 語 と文化 第2号1989年(遠 藤 織 枝)

表1高 松宮逝去記事

朝 日 毎 日 日本経済 サ ンケ イ
詈士=レ
P冗 冗 計

尊

敬

形

ノ丶

ダ

カ
形

尊

敬

形

ノ丶

ダ

カ
形

尊

敬

形

ノ丶

ダ
カ
形

尊

敬

形

ノ丶

ダ

カ
形

尊

敬

形

ノ丶

ダ
カ
形

尊

敬

形

ノ丶

ダ
カ
形

連体修

飾用法

26

83.9

%

5

16.1

%

43

78.2

%

12

21.8
%

26

66.7
%

13

33.3
%

33

73.3
%

12

26.7
%

36

63.2
%

21

36.8
%

164

72.2
%

63

27.8
%

連用中

止用法

9

60.0

6

40.0

9

52.9

8

47.1

6

60

4

40

12

41.4

17

58.6

13

48.1

14

51.9

49

50.0

49

50.0

助詞など

に接続

6

54.5

5

45.5

14

46.7

16

53.3

10

71.4

4

28.6

8

57.1

6

42.9

12

66.7

6

33.3

50

57.5

37

42.5

文末に

位置

21

77.8

6

22.2

37

:・1

6

14.0

18

64.3

10

35.7

25

:1・

6

19.4

28

90.3

3

9.7

129

:1・

31

19.4

計
62

73.8

22

26.2

103

71:0

42

29.0

60

65.9

31

34.1

78

65.5

41

34.5

89

66:9

44

33.1

392

68.5

:1

31.5

(%は 各紙 、各 用法 ご との尊敬 形 とハ ダ カ形 の 比率)

全体 の 尊 敬 形 とハ ダ カ 形 の 比 は表1、 高 松 宮 逝 去 記 事 で は68.5%対31.5%

表2、 天 皇 誕 生 日記 事Aで は76.6%対23.4%表3、 天 皇 誕 生 日記 事Bで は

71.2%対28.8%で あ る。 大 雑 把 に み て 、皇 室 関 係 者 の 行 為 の23.4%～31.5%

は 尊敬 語 な しで 表 現 さ れ て い る とい う こ とで あ る。

これ を新 聞 別 に み る と、 表1で は 『サ ン ケ イ』 の ハ ダ カ 形 の 比 率 が 最 も

高 く、 『朝 日』 の 比 率 が 最 も低 くな っ て い る。 表2で は 『毎 日』の ハ ダ カ形

の 比率 が 最 も高 く、『朝 日』が最 も低 い 。表3で は 『日経 』が最 も高 く、 『朝

日』 が 最 も低 い 。 つ ま り、5紙 の 中 で 『朝 日』 が 最 も尊 敬 形 を 多 く用 い て

い る こ と に な る。

また 、 尊 敬 形 、ハ ダ カ形 の 用 法 、 文 中 の位 置 別 に み る と、 ハ ダ カ 形 の 使

用 率 の 最 も高 い の は表1で は 連 用 中 止 法 、表2・ 表3で は助 詞 な どに 続 く

用 法 の 場 合 で あ る。 ハ ダ カ形 の 使 用 が 最 も少 な いの は い ず れ の 表 で も文 末

の 結 び の 部 分 に くる場 合 で あ る 。
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表2天 皇誕 生 日記事A(1981年4月)

朝 日 毎 日 日本経済 サ ンケ イ
二士 士
A冗 冗 計

尊

敬

形

9
力

形

尊

敬

形

9
力
形

尊

敬

形

9
力
形

尊

敬

形

9
力

形

尊

敬

形

9
力
形

尊

敬

形

9
力

形

連体修

飾用法

11 0 5 4 6 1 5 4 6 4 33

71.7

%

13

28.3

%

連用中

止用法

9 2 4 7 3 2 13 3 8 3 37

68.5

17

31.5

助詞など

に接続

12 8 8 5 13 5 13 7 9 6 55

64.0

31

36.0

文末に

位置

16 0 18 0 12 1 20 1 18 1 84

96.6

3

3.4

計
48

82.8

10

17.2

35

・:.

16

31.4

34

79.1

9

20.9

51

77.3

15

22.7

41

74.5

14

25.4

209

76.6

64

23.4

表3天 皇 誕生 日記 事B(1988年4月)

朝 日 毎 日 日本経済 サ ンケ イ
二士 士
R冗 冗 計

尊

敬

形

9
力
形

尊

敬

形

9
力
形

尊

敬

形

9
力
形

尊

敬

形

愛
力
形

尊

敬

形

9
力
形

尊

敬

形

9
力
形

連國【多

飾用法

14 5 6 3 9 7 14 3 12 2 55

73.3

%

20

26.7

%

連用中

止用法

7 4 2 7 4 3 17 6 6 3 36

61.0

23

39.0

助詞など

に接続

12 3 1 4 7 12 42 23 8 19 70

53.4

61

46.6

文末に

位置

17 2 16 1 15 2 43 1 22 0 113

45.0

6

5.0

計
50

78.1

14

21.9

25

62.5

15

37.5

35

59.3

24

40.7

116

77.9

33

22.1

48

66.7

24

33.3

274

71.4

110

28.6
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次に、連用中止法で打消の助動詞 「ず」 を伴 う場合、助詞に接続する場

合の助詞による違いなど、個々の例についてみてい く。

A連 用 中 止 法 の連 用 形 が 打 消 の助 動 詞 「ず 」 の 場 合

(7)母 、 貞 明皇 后 の 急 な逝 去 に は ご 臨終 に 間 に合 わ ず(中 略)… 果 た さ

れ なか っ た 。(N)

(8)ほ とん ど 口 も開 か れ ず(中 略)… に ひ た られ て い る よ うだ っ た 。(Y)

(7)はハ ダ カ の ま ま 、(8)は尊 敬 形 の そ れ ぞれ の連 用 中 止 法 で あ る。 こ う し た

「ず 」 を伴 う動 詞 旬 は以 下 の もの な ど14例 あ った 。

(9)(陛 下 は)当 時 は … 顔 色 も さ え ず 、 声 に も力 が な か っ た。

(A,88,29)

(10)(〃)出 席 され ず …(M)

(11)(高 松 妃 殿下 は)笑 顔 を絶 や さず …(Y)

こ の14例 の 内 訳 は ハ ダ カ形10例 、 尊 敬 形4例 で 、ハ ダ カ形 の 方 が 多 く現 わ

れ て い る。「～ず 」の 前 に くる動 作 は 天 皇 の もの で あ って も尊 敬 形 に す る必

要 が な い とい う こ とで あ る 。 文 語 の 「ず 」 を 用 い 、 連 用 中 止 で簡 潔 に 引 き

締 ま った 表 現 を しよ う と して い る 時 に 動 詞 部 分 を尊 敬 形 に す る と音 節数 が

増 えて 、 そ の 意 図 が 生 か せ な くな るか ら、 とい う こ とで あ ろ う。

B接 続 す る助 詞 に よ る違 いが あ るか

B-1接 続 動 詞 「て」 を伴 う場 合

(12)お 体 にす が って 泣 か れ た 。(A)

(13)天 皇 陛 下 が病 室 に 見舞 わ れ て皇 居 に 戻 られ た 直 後 …(S)

の よ うに ハ ダ カ形(12)、尊 敬 形(13)とも現 われ て い る。数 の上 で は 、ハ ダ カ形

41例 に 対 し、 尊 敬 形10例 で あ っ た。 こ の 場 合(12)のよ うに他 の 動 詞 句 に 直 接

続 く例 で は す べ て ハ ダ カ 形 で あ り、 尊 敬 形 は(13)のよ うに 「見 舞 う」 と 「戻
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る」 の 二 つ の 動 詞 の 間 に 他 の語 が 挿 入 さ れ る場 合 に 用 い ら れ て い る。 た だ

し、 間 に他 の 語 が 挿 入 され て も、 そ の前 の 「て 」 を伴 う動 詞 部 分 が ハ ダ カ

形 の もの もあ る。

B-2接 続 助 詞 「が 」 を伴 う場 合

(14)… 必 死 に こ ら え られ たが …(Y)

⑮ …続 け られ たが …(A)

な ど、21例 中19例 ま でが 尊 敬 形 で

(16)… 神 奈 川 県 藤 沢 市 の 宮 邸 別 邸 へ 見 舞 い に 向 か っ たが 、 到 着 され た 時

は す で に …(M)

(17)(陛 下 の)口 調 こ そ 乱 れ なか った が 、 た だ静 か に涙 が ほ お を伝 わ っ

た 。(Y、88、29)

の2例 の み が ハ ダ カ形 で あ った 。(17)の例 は 「乱 れ る」 の主 体 は 天 皇 で あ る

が 、直 接 の 主 語 は 「口調 」 と も考 え られ 、「陛下 が 乱 れ な か っ た」 の 文 よ り

敬 意 が 低 い こ と も考 え ら れ る。

B-3接 続 助 詞 「なが ら」 に接 続 す る場 合

(18)(高 松 宮 殿 下 は)光 景 をな が め な が ら(N)

⑲(陛 下 は)強 く希 望 さ れ な が ら…(N)

とハ ダ カ 形 、尊 敬 形 の 両 方 の例 が あ る。 この 「なが ら」 を伴 う動 詞 の 例 は

9例 あ るが 、 こ の うちハ ダ カ形 の もの7例 、 尊 敬 形 の もの2例 で あ っ た。

B-4副 助 詞 「な ど」 を伴 う場 合

(20)食 べ た もの を戻 され る な ど…(Y)

⑳ 陛下 は 四 月か ら国 、 公 賓 をは じめ 、 各 界 の 人々 と会 うな ど、 ご公務

も大 幅 に 増加 。(M、88、29)

「な ど」 を伴 う もの は14例 で あ っ た が
、 こ の う ち13例 は(2①の よ うな尊 敬 形

の もの で 、 ハ ダ カ形 の もの は ⑳ の1例 の み で あ った 。
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C受 身形の場合

(22)花 束 を贈られる高松宮ご夫妻。(S)

(23)母 を四十二歳の若 さでガンに奪われた妃殿下。(Y)

この種の受身表現は全てハダカ形で用いられている。受身表現では、一

般の尊敬形 と同形の 「れる ・られる」が用いられるので、この受身の部分

を尊敬形にするとしたら、「花束 をお贈 られになった/贈 られなさった/贈

られあそば した」 とでもしなければならないだろうが、そうした形は今 回

の新聞の調査では見当たらなかった。

ここは、尊敬形 と受身形をつ くる助動詞 「れる ・られる」が同一語彙に

よるものだ とする次のような考え方で整理 したいと思 う。

「……これ ら(受 身 ・尊敬 ・可能 ・自発 遠藤注)の 意味はいずれ も一

連の系列にあるため、相互に転化 しやす く、個々の用例については意味

が決めに くい場合がある」(『日本文法大辞典』田中章夫P915)

今回の調査でも、受身か尊敬か区別しに くい次のような例があった。

(24)(陛 下は)… 表明された。 また、二月に亡 くなられた弟宮、高松宮

さまを思 うお歌二首 も披露 された。(A、87、29)

(25)(陛 下は)昨 年十月に予定 されていた沖繩訪問が入院 ・手術によっ

て中止されたこと…(S、88、29)

(24)の「披露 された」は歌 を主体 とすれば受身であ り、陛下 を主体 とすれ

ば尊敬、㈱ も沖繩訪問を主体 とすれば受身で、陛下 を主体 とすれば尊敬 と、

両様に解釈 される。

このように、受身 ・尊敬が未分化の部分 を残 していると考えるならば、「ガ

ンに母を奪われた妃殿下」などと表現 しても、書 く側読む側の どちらにも

ハダカ形の粗末な扱い との意識は薄いことが想像できる。
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新聞の敬語一尊敬語の実態を探る試みとして一

(III)補 助 動 詞 を伴 う語 の 尊 敬 形 の 位 置

補 助 動 詞 を伴 う動 詞 の 場 合 、 本 動 詞 と補 助 動 詞 の い ず れ を尊 敬 形 に す る

か 、つ ま り、 「読 ん で い る」 は 「読 ま れ て い る」 か 「読 ん で お られ る」 か の

ど ち らが 適 切 な の か 、 どち らが よ り一 般 的 な の か が こ こで の 問 題 で あ る
。

1.本 動 詞 が 尊 敬 形

1-a～ て い る

(26)(宮 さ ま は)入 院 され る 際 に も、車 い す に は 乗 られ て い た が …(N)

(27)宮 さ まは す で に 十 月下 旬 の 一 週 間 、 ガ ン セ ン ター に 入 院 され て い

た。(M)

㈱ 陛 下 の立 場 を いつ もお 考 え に な って い た 。(Y)

1-b～ て くる

(29)外 出 の ご予 定 も い っ さい … 宮 さ まの 世 話 に あ た られ て きた 。(Y)

(30)「 ガ ン征 服 」 を念 願 と され て き た喜 久 子 妃 殿 下 の …(Y)

2.補 助 動 詞 が 尊 敬 形

2-a～ て い る

(31)さ め た 目で 物事 を 見 て お られ た よ う で あ る 。(S)

(32)気 さ くな 面 も持 っ て お られ た高 松 宮 さ ま。(A)

(33)平 気 で何 分 間 か 撮 影 の光 景 を なが め なが ら待 って い ら した姿 に …(N)

2-b～ て くる

(34)戦 前 は 各 方 面 に 力 を尽 く して こ られ た が …(S)

(35)気 さ くに 国 民 の 間 に 入 る こ と を心 掛 け て こ られ た皇 族 で あ る だ け に

2-c～ て い く

(36)呼 吸 困 難 に な っ て い か れ る宮 さ まの 手 を …(S)

(37)宮 さ ま は … 戦 後 の混 乱期 に 大 衆 の 間 に 入 っ て い か れ た。(Y)
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2-d～ て しま う

(38)宮 さ ま は逝 っ て し まわ れ た 。(S)

「～ て い る」
、「～ て くる」に は 「～て 補 助 動 詞 の尊 敬 形 」(Aダ イブ とす る)

と、「尊敬 形 て+い る(く る)」(Bタ イ プ とす る)の 両 方 の型 が あ るが 、「～

て い く」 「～ て し ま う」 に は 、Aタ イ プ の 例 だ け 採 集 で きた 。

2-a～ て い るの場 合

補 助 動 詞 を伴 っ た 「～ て い る」 の 尊 敬 形 で 、本 動 詞 が 尊 敬 形 に な っ た 場

合 「い る 」の 部 分 は 変 化 しな いが 、「い る 」の 部 分 が 尊 敬 形 に な る場 合 は 「い

ら っ しゃ る 」 「お られ る」 の 形 で使 わ れ て い る。 「い られ る」 もあ り う る の

だ が 、今 回 の 新 聞 の調 査 で は1例 もな か っ た 。 尊 敬 形 の 「い られ る」 が み

られ な い こ とにつ い て は

「『妻 に先 立 た れ る と
、一 日 も生 きて は い られ な い だ ろ う』の よ うに 、可

能 表 現 に 多 く使 われ る よ うに な った こ とと無 関 係 で は な い と思 わ れ る」(『言

葉 に関 す る 問 答 集13』 文 化 庁 ・1987)

の よ うな解 釈 が 成 り立 つ と思 う。

また 、 「い ら っ しゃ る」 「お られ る」 の 敬 意 の 差 に つ い て も 「敬 意 の 差 は

ほ とん ど な い と考 え られ る。 た だ 、『お られ る』の ほ うが や や 文 章 語 的 で 改

ま っ た言 い 方 で あ る の に 対 し、『い らっ し ゃ る』は 口頭 語 的 で 日常 的 な 言 い

方 」(同 上 書)に 従 う こ と に して 、 こ こで は 敬 意 の 質 に つ いて は論 及せ ず 、

形 の上 の ヴ ァ リエ ー シ ョ ン と頻 度 につ い て 考 え て み る。

さて 、本 動 詞 と補 助 動 詞 の い ず れ を尊 敬 形 にす る の が 適 切 な のか 。

(39)(天 皇 は)じ っ と悲 しみ に 耐 えて お られ た ご様 子 だ っ た とい う。(S)

㈹(天 皇 は)深 い 悲 しみ に 耐 え られ て い た 。(M)

と同 じ場 面 の 描 写 に 、 両 方 の 用 法 が 用 い られ て い る 。 こ こ に は 、 ど ち らが

敬 意 が 高 いか の敬 意 の 差 は な い。Aタ イプ 「耐 え て お られ た 」 とBタ イ プ
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「耐えられていた」の差は
、前者のように補助動詞部を尊敬形にして動詞

句全体を尊敬で括ろうとしたか、後者のように本動詞部だけ、つま り意味

を持つ部分 を尊敬形にして天皇の動作 ・行為の部分に敬意を表 したのか、

の違いであるが、表現意図においてその違いを明 らかにしようとするもの

があった とは思われない。語感 としては語末を尊敬形にして全体 を括る前

者の方が、「～いた」とハダカで放 りだす後者よ り穏やかで敬意 も高いかに

思われるが、そのことはまた、前者の情緒性 と後者の簡潔性 ・機能性 との

差とも言えることで、その選択は文体、記事の内容 とのつ り合 いを考 えて

なされているものと思われる。

量的にみると、補助動詞を尊敬形とするAタ イプのもの12例 、本動詞 を

尊敬形 とす るBタ イプのもの55例 で、Bタ イプの ものがAの3倍 を越えて

いる。いずれもハダカ形のもの も4例 あった。

⑳ 昨年宮内庁は会見の際に初めて陛下のためにお答えのメモを用意 し

た。しか し、慣れていない陛下が読み違えられることもあったため、

今年は従来通 りメモなしで質問に答7¥/`られた。(N、88、29)

(42)今 では毎 日のように執務場所の宮殿に出かけられるなどご体調 も安

定 してお り、…(N、88、29)

(41)は連体修飾句としてであり、(42)は体調 を主語 とみて少 し軽 く考 えられ

たものか もしれないが、他の場合は連体修飾句であって も尊敬形になって

いるのだか ら、それは理由にならない。

一般に書 きことばの敬語の使用を説明する際
、い くつかの動詞句を含む

文では、それぞれを尊敬形にす る必要はな く、最後の部分だけ を尊敬形に

して も最低の敬意は表わせ る、とされる(大 石初太郎 『敬語』P137な ど)。

とすれば補助動詞を伴 う場合 も本動詞部分 より補助動詞部分 を尊敬する方

が妥当ということになるが、新聞の実情 としては本動詞部分の尊敬形が圧

倒的に優勢であることがわかった。
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補 助 動 詞 部 分 は 尊敬 形 に す る よ りハ ダ カ形 の 方 が 書 き 言葉 と して は 引 き

締 ま っ た 簡 潔 な表 現 で あ り、新 聞 記事 と して は そ れが 好 まれ るの で あ ろ う。

次 に 他 の補 助 動 詞 の場 合 をみ て み る 。「～ て い る」 の場 合 は 、意 味 の 上 で

は ど ち ら を尊 敬 形 に して も違 い は なか っ た が 、補 助 動 詞 に よ っ て は 入 れ 替

え不 可 能 な もの 、置 き換 え る と意 味 が 異 な る もの が あ る。

2-b～ て くるの 場 合

(43)兄 の天 皇 陛 下 と と もに 生 きて こ られ た 高 松 宮 さ まが …(S)

(44)… … 激 動 の 昭 和 時代 を乗 り切 っ て こ ら れ た 陛下 の 一 側 面 を垣 間 見 た

思 いが す る。(A、88、29)

で 、 「生 き られ て きた 」 「乗 り切 られ て きた 」 と置 き換 え るの は 無 理 で あ る

が 、

(45)各 方 面 に 力 を尽 く して こ られ た。(S)

(46)祝 宴 で は 陛 下 は 最 後 ま で 出 席 と食事 を とも に さ れ て き たが …今 年 は

退 席 され た 。(S、88、30)

を それ ぞ れ 「尽 くさ れ て きた 」「と もに して こ られ た 」に 置 き換 え る こ とは

可 能 で あ る。

この こ とは 動 詞 「生 き る」「乗 り切 る」 と 「来 る」 とが い ず れ も変 化 を表

わ す 動 詞 で あ る こ とに よ る意 味 の 近 さ と結 合 の 強 さ と、 「尽 くす 」 「す る」

と 「くる」 との 関係 の 弱 さ の差 で あ る と思 わ れ る。つ ま り 「生 きて くる」「乗

り切 って くる 」 の 本 動 詞 と補 助 動 詞 の結 合 の ほ うが 、 「尽 くして くる」 「し

て く る」 の 結 び つ き よ り緊密 で あ っ て一 語 化 した もの を尊 敬 形 に す る と し

て 「～ くる」 の 部 分 を尊 敬 形 に し た と考 え られ る 。

そ の一 方 で 「食事 を と もに して こ られ た/と もに され て き た」 の い ず れ

も可 能 な の は 、前 者 で は 「と もに して くる 」を 一 括 り と して 尊 敬 形 に した 、

後 者 で は 「と もに す る」 を一 括 り と して 尊 敬 形 に し、 そ の よ う な こ とが 続

いて 行 わ れ て い る 、 と力 点 の 置 き方 は 異 な っ て 両 様 の用 法 が 考 え られ るの
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である。「くる」本来の意味が薄れ、機能 としての役割の強い補助動詞の場

合はいずれを尊敬形にして もよい、 ということである。

2-c～ ていくの場合

(47)呼 吸困難になっていかれる宮さまの…(S)

(48)大 衆の中に入っていかれた。(Y)

ここでは、㈲、(48)のようなタイプの用法だけを採集 した。 この例のような

状況 を描写す るのに 「～になられていく」「入られてい く」とのBタ イプの

表現は しないであろう。「なってい く」という変化する状況 を描写したいの

であ り、それに敬意 を表したいのであるか ら、全体 を括 る形の尊敬表現 を

選択す るのが自然なのである。

2-d～ て しまうの場合

(49)宮 さまは逝って しまわれた(S)

この1例 しかなかったが、これ も 「～ていく」の場合と同 じく、「逝かれ

てしまった」 と置き換えることはできない例である。

以上か ら、補助動詞 と本動詞のいずれを尊敬形にするかは、補助動詞 に

よって異なることがわかる。

「～ている」は補助動詞を尊敬形にするAタ イプ、本動詞を尊敬形にす

るBタ イプのいずれもあり、それぞれの置 き換えも可能な例が 多いが、実

際にはBタ イプの方が多く使われている。

「～て くる」「～ている」「～て しまう」は、補助動詞の本来の意味の度

合いの強いもの、つまりその結合により本動詞に新 しい意味 を加 えた度合

いの強いものは補助動詞部分を尊敬形にする。言いかえれば 本動詞+補 助

動詞 の結合が強 く一語の意識が強まったものほど一語の語末部分である補

助動詞部分 を尊敬形にするということである。

以下に今回採集 した補助動詞 を伴 う表現の尊敬形の現われ方 を示す表を

掲げる。尊敬される主体別に分けてみた。
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表4尊 敬形にする語

Aタ イプ Bタ イプ

一

s

頂
h

し
や

る

1

て

お
ら

れ
る

s

て

こ

ら

れ

る

s

て
い

か
れ

る

S

て

し
ま

わ
れ

る

お

S

て
い

る

S

ら

れ

て
い

る

s

ら

れ

て

く

る

87年

2月

4日

天皇 0 2 0 0 0 0 11 0

高松宮 1 5 4 2 1 1 9 0

高松宮妃 0 3 1 0 0 0 7 1

87年4月

29日 ・30日
天皇 ・皇后 0 1 0 0 0 1 6 0

88年4月

29日 ・30日
天皇 0 0 1 0 0 0 20 1

計 1 11 6 2 1 2 53 2

(IV)尊 敬 語 の レベ ル

冒 頭 に 「これ か ら の敬 語 」 を 引 用 した が 、そ の 中 に 「『れ る ・られ る』 ま

た は 『お 一 に な る 』 『ご 一 に な る』 の型 を と って 表 現 し
、平 明 ・簡 潔 な もの

が 望 ま しい 」 と記 され て い た 。 こ こ で は 「れ る」 「られ る」 形
、 「お 一 に な

る」「ご一 に な る」形 を平 明 簡 素 な表 現 と して 同列 に お か れ て い るが 、尊 敬

語 の レベ ル を問 題 にす る場 合 は 、そ の両 形 は 同 じレベ ル で は な く、 「れ る」

「られ る」 形 は 「お(ご)一 に な る
」 形 よ り敬 意 の レベ ル は低 い と され て

い る。

そ こで 、 新 聞 で 実 際 に は どち らの レベ ル の もの が 多 く使 わ れ て い るの か

を調 べ て み た。

そ の前 に 高 松 宮 の逝 去 を報 ず る各 紙 の 尊 敬 形 の 用 い方 をみ て み る。 いず
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れ も2月3日 夕 刊 ト ップ 記事 の 見 出 し と リー ドの 記 事 で あ る 。

(5① 高 松 宮 さ ま ご死 去

… で 死 去 さ れ た 。 … 八 十 二 歳 だ っ た 。(A)

(51)高 松 宮 さ ま ご逝 去

… で お亡 くな りに な っ た 。 八 十 二 歳 で あ られ た 。(M)

(52)高 松 宮 さ ま ご逝 去

… で 死 去 され た 八 十 二 歳 だ っ た(N)

(53)高 松 宮 さ ま ご逝 去

… で お亡 くな りに な っ た 。 八 十 二 歳 の こ生 涯 だ っ た 。(S)

(54)高 松 宮 さ ま ご逝 去

… で お 亡 くな りに な っ た 。 八十 二 歳 だ っ た 。(Y)

「死 去 」 と 「逝 去 」、「死 去 さ れ る」 と 「お 亡 くな りに な っ た 」、「だ っ た」

と 「で あ られ た」「～の こ生 涯 だ っ た 」の そ れ ぞ れ の 違 い を、選 び な が ら 各

紙 が 見 出 し をつ け 記事 を書 い て い る。 同 じ事 実 を わず か な こ とば で 報 道 す

る の に 、5紙 が そ れ ぞ れ ど こか 異 な っ て い て 、同 じ表 現 を した もの は1紙

もな い。

そ れ ぞ れ が 敬 意 の レベ ル の選 択 に独 自性 を示 して い る と もい え る。 こ っ

し た 見 出 しや リー ドは 、 短 い 語 句 や 文 で 要 点 をつふ た もの 、 しか も予 め 敬

意 につ い て 検 討 して お くよ うな余 裕 の な い短 時 間 の 判 断 で選 ば れ た もの で

あ る か ら 、 い っ そ う純 粋 に 各 紙 の 日 ご ろ の 言葉 遣 いが 出 て し ま っ て い る と

思 わ れ る。

な お 、宮 内 庁 の 発 表 で は 「宣 仁 殿 下 は … に お い て薨 去せ られ ま し た」 で

あ っ た と 『サ ン ケ イ新 聞 』は報 じて い る 。「薨 去 」は 天 皇 ・皇 后 ・皇 太 ・太

后 ・皇 太 后 以 外 の皇 族 の 死 去 を意 味 す る語 だが 、 『朝 日新 聞 用 語 の 手 引 き』

で は 、 この 語 は使 わず 、 ご逝 去 、 ご死 去 、 ご 永 眠 、お 亡 くな りに な る 、 亡

くな られ る 、 を使 う として い る 。 『現 代 国語 例 解 辞 典 』で も 「も と、皇 族 や
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三 位 以 上 の 人 が 死去 す る こ と」 と記 述 され て い る。

「薨 去 」 だ け で も敬 意 の レベ ル が 一 般 の もの よ り格 段 と高 い の に
、 そ の

上 に 「薨 去 せ られ る」 とい う。 「せ ら れ る」 は 「高 度 な敬 意 を表 わ す 」(『広

辞 花 』 第三 版)も の で 、「薨 去 され る」 よ り一 段 と高 い 敬 意 を表 して い る 。

宮 内庁 の 用 語 は 「これ か らの敬 語 」 の 線 に と らわ れ ず独 自に 、庶 民 感 覚 と

離 れ た とこ ろ に 今 な お あ る ら しい こ とが こ れ で 窺 わ れ る 。

以 上 は 、 同 じ記事 の 扱 い で 言葉 遣 い の レベ ル の 違 う例 で あ るが 、 次 に 各

紙 を通 して 、 人 物 や 事 柄 に よ る敬 意 の レベ ル の 差 を み て い く。

断 定 を表 す 「～で あ る」 の 表 現 に

(55)ご 自身 も ス ポー ツマ ンで あ ら れ た が …(M)

(56)病 気 に は ほ とん ど縁 の な い元 気 な 宮 さ ま で い ら っ し ゃ っ た だ け に

(s)

㈹ 戦 前 は"海 軍 の 宮 さ ま"で あ っ た 。(S)

と三 つ の レベ ル の表 現 が あ る。「あ られ る」は 現 在 で は あ ま り使 われ な い(『言

葉 に 関 す る 問 答 集13』)レ ベ ル の 高 い 表 現 で あ る が 、今 回 の調 査 で は3例

(高 松 宮 に 対 して2、 天 皇 に 対 し て1)採 集 して い る。

一 般 の動 詞 の 場 合 は 「お ～に な る」 と 「～(ら)れ る」 の二 つ の 型 が 使

わ れ て い るが 、 その 実 態 を調 べ て み る 。

(58)(陛 下 は)わ ず か 二 時 間 前 に 高 松 宮 さ ま を見 舞 わ れ た ば か りだ っ た 。

(Y)

(59)陛 下 が は じめ て 宮 邸 に お 見 舞 巨 に な った の は一…(M)

と 、同 じ動 詞 で も二 つ の レベ ル で用 い られ て い る。 まず 全 体 と して の 「れ

る ・ら れ る 」形 と 「お(ご)～ に な る」 の 使 わ れ 方 を考 え て み る。 「い らっ

し ゃ る」 「あ られ る」 は こ こ に は 入 れ て い な い 。 ま た 「ご出 席 」 「ご訪 問 」

な どは 動 作 性 の もの で あ るが 名 詞 の 尊 敬 形 と して こ こに は 入 れ ず 、 あ く ま

で動 詞 形 の 尊 敬 形 に 限 っ た 。
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表5

レベル

動作主
れ る ・られ る形 お(ご)～ にな る形

87年

2月

4日

天皇 11692.1 107.9/

高松宮 17889.4 2110.6/

高松宮妃 7997.5 22.5/

87年4月

29日 ・30日
天皇 14486.7 2213.3/

88年4月

29日 ・30日
天皇 21894.8 125.2%

計 73591.6 678.4/

「れ る ・られ る」 形 が
、 よ り敬 意 の レベ ル の 高 い 「お(ご)～ に な る 」 形

と比 べ て は るか に 多 く使 わ れ て い る こ とが わ か る。 書 き言葉 と して は 、 こ

の形 が 最 もふ さ わ しい と新 聞 で は 考 え ら れ て い る こ とが わ か る。 文 部 省 の

「平 明 ・簡素 な敬 語 」 が こ こ に生 きて い る の で あ る
。

(V)誤 用 と思われる尊敬表現

敬語の混乱が問題にされ、誤用か、ゆれか、慣用 として認めるか、など

を問われる際、具体例に基づいて判断をす ることになるが、今回調査 した

新聞記事の中にも、二、三誤用か許容できるか判断に迷 うものがあった。

次のような例である。

㈹ 妃殿下は、天皇陛下に伝えられた以外は本当に病名 をご自分の胸に

しまわれ、外出のご予定 もいっさいとりやめになって、宮 さまの世
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話にあたられてきた。(Y)

「とりやめになる」の主語はA「 予定が とりやめになる」かB「 妃殿下

が とりやめ る」かのいずれかであるが、この文中のい くつかの動詞の主体

は全て妃殿下であることか ら、ここもBと 考えるのが 自然だ と思 う。「お～

になる」の尊敬形の 「お」が脱落 したのであろう。 この箇所は妃殿下の行

為であるか ら、「とりやめて」「とりやめ られて」「お とりやめになって」の

いずれかが正 しいが、同一文中に 「伝えられ」「しまわれ」「あたられ」 と

多くの尊敬形が使われているか ら、ここは 「とりやめて」にしたいところ

である。

この例は敬語の誤用 とみる以外に、途中で別の文脈が挿入された文脈の

ねじれとみることもできる。その場合は 「予定が とりやめになる」で、「と

りやめ」は名詞である。

(61)陛 下は宮さま入院中からL度 、病院にたずねなければならない」

と侍従に申されるなど、ご心配の色を濃 くされていた。(M)

尊敬語で敬意 を表してきた陛下の侍従に対する行為 を 「申される」は誤

りである。尊敬の助動詞 「れる」 をつけてはいるが 「申す」は謙譲語であ

る。「先ほど先生が申され ましたように」の例はよくひきあいに出され るが、

これは 「『申される』をとくにあらたまった場合の上等の尊敬語 と感じる意

識はかな り一般的だが、これを認めない規範論が今 日優勢である」(大石 『敬

語』前掲書P86)で 、特に天皇の行為に用いるのは明らかに誤 りである。

(62)高 松宮さまは、小さい時から長兄の陛下に歯に衣 を着せず率直に意

見などを申し上げてきた。(M)

これは高松宮の天皇への謙譲であるか ら誤 りとは言えないが、記者の高

松宮に対す る敬意は示 されていない。先にみたように、尊敬すべき人物に

対しても必ずしも尊敬形で終始 していないわけではない。現在の新聞の実

情からすれば、ここがハダカ形であってもかまわない。ただ 「申し上げる」
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を謙譲語であると意識し、記者側からはハダカであることを承知の上で表

現 しているかどうかは疑問である。次の例 も同 じケースである。

(63)病 室を出る前、妃殿下は 「お別れをしたい」 と特に申し出て、約十

五分間、ご遺体の前に、寛仁ご夫妻と三人でひと時を過ごされた。(Y)

記事 では妃殿下に対 して尊敬語で偶 しているのだか ら、その妃殿下の行

為に謙譲語 「申し出る」 を用いるのは誤 りである。仮に、妃殿下の天皇に

対する行為であればこの用法が妥当となるが、ここでは病院側 に対する行

為であるから、謙譲表現の必然性はない。(63)と同じく、 もしか したら、記

者の尊敬 ・謙譲表現をとり違 えたものかもしれない。

(64)高 松宮さまをお見舞い、無言で引きあげられる天皇陛下。(M)

この 「お見舞い」はどう解釈すべ きだろうか。動詞 「見舞 う」の連用中

止なら 「見舞い」でなければいけないし、その尊敬形の連用中止なら 「お

見舞いにな り」「見舞われ」でな くてはいけない。名詞形 「見舞い」に尊敬

の接頭語 「お」のついたものなら 「お見舞いをし」 とか 「お見舞いをす ま

せ」 と動詞 を伴わないと文中に位置を占めることはできない。なお 「お見

舞いし」は謙譲形になるか ら、天皇か ら弟である高松宮への行為 としては

使えない。「～をお見舞い」は新聞の場合 「被害者 をお見舞い」のような文

で、見出しや、記事中の省略文などでは見られる使い方である。そ うした

用法 もあるため、まだ完結 していない従属文の中につい使って しまったも

のと思われる。読む方もつい見過 ごして しまいそうではあるが、やは りこ

れは誤用である。

(65)昨 年の誕生 日の祝宴で食べたものを吐かれてか ら一年…励 まれてい

る。(M、88、29)

㈹ その串だんごを,陛 下 と高松宮ご夫妻が楽しそうに食べ られた、と

後で聞いた(M)

㈹ 若 い時から酒やたばこは飲まれず…健康には気を配られていた陛下。
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(S,88,29)

これ らは誤用ではない。(65)はハダカ形で天皇の 「食べ る」動作 を表 した

もの、㈹㈹は 「食べる」「飲む」を 「れる ・られる」形の尊敬形にしたもの

である。

日本語教育の初級でも、「食べる ・飲む」の尊敬は 「食べられる ・飲 まれ

る」ではな く 「め しあがる」が適当として、語形が変わるだけに力を入れ

て教えているが(『 日本語初歩』(国 際交流基金)P267、 『日本語教科書初

級』早稲田大学語学教育研究所編P359な ど)、これらの記事の用例を見ると、

それほ ど無理をして 「めしあがる」を初級で教 える必要があるのか と思わ

れて くる。もちろん語形の異なる尊敬形 としていずれは教 える必要はある

し、書きことばと話 しことばの違いも見逃せないが、敬語にそれほど時 間

を割けない初級では見送って、さらに進んだ段階で提示 してもよいのでは

ないか と思われる。

おわ りに

以上、新聞の実例から、尊敬形 とハダカ形の現われやすい位置 ・用法 を

見て きた。同一文中でいくつ も動詞句が重なる場合の、敬語の省略の目安

がえられたように思う。また、レベルの上でも 「れる ・られる」が圧倒的

に多いこと、補助動詞を伴う場合は従来一般にいわれてきた末尾部分ではな

く、本動詞部分に尊敬形が現われることを知 った。

また、誤用あるいはそれに準ずるものの例が、わずか数 日の新聞か らこ

れだけ採集 できたことから、日本語の中の敬語の複雑 さ難解 さが新聞の現

場 に如実に反映されていることが理解できた。

先の文部省の指針にも示されているように、私は敬語はできるだけ簡素

化されるべ きだと考えている。特に 日本語教育では敬語指導や学習に時間

やエネルギーを取 られすぎるよ り日本語の語彙や表現を豊かにし、内容の

一23一



新 聞の敬語一尊敬語 の実態 を探 る試み と して一

豊富な 日本語運用能力を育てるのにそれを費 したい と思 う。

文章表現に際 しても、敬意を表せ る箇所ではできるだけ尊敬形にさせ る、

どいうのではな く、簡潔で引き締まった表現の中で敬意を表せ るような、

必要最少限の敬語使用の指導が必要だ と思 う。そのためにも、敬語形省略

の可能性を明らかにする必要があった。今 回の調査で知 りえた現在の新聞

の敬語の実態は、敬語全体の観点か らみれば極めて微々たるものであるが、

日本語教育の実際の場に取 り入れられ るものは取 り入れていきたいと考 え

ている。
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